
 

 

吉田高校の皆さんへ 
  

私の、働き始めてから現在に至るまでのことを書かせていただきました。

皆さんの進路の参考になれば幸いです。取材に役立つ＜傾聴力＞ 
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C 
ＡＴＶといえば、皆さんにもなじみがあって見たことがある！という人も多いと思いま

す。しかし、ＣＡＴＶ富士五湖は、放送だけが仕事というわけではありません。 テレビ

を見るための工事をする人たちや、チラシを作ったりCMを入れてくれる企業を探してく

れる営業の人たち、パソコンが壊れたときに直してくれるインターネット専門の人たち、電話対

応や窓口でのお客さんの対応をする総務の人たちなど全部で35人ほどいます。 

地 
域を取材していて楽しいことはたくさんあります。私

は、普段から様々な番組に出ているので、取材をしてい

るときに「いつも見ているよ」と言われたりすることは

多いです。そういった時は、とても嬉しくなります。 また、古く

からの伝統を受け継いでいることが多い富士吉田市には面白い伝

統行事がたくさんあり、その伝統を間近で見ることができるとい

うのも楽しいです。例えば、小明見・向原地区に伝わる伝統行事の「オカタブチコ」です。 

この行事を初めて見たときは、言葉の通り目が点になりました。しかし、調べていくうちに

だんだんと興味が出てきて、実際に目の前で見た時には感動しました。このような昔から伝

わる行事を後世に残していくのもケーブルテレビの大事な役目ではないかと思います。 

 今年の４月からは、みなさんもよく知っている「We are 青春部」などの担当も任せてい

ただいています。ＣＡＴＶで放送している番組の最後には必ず、撮影・編集をした人の名前

が出ています。私の名前を見つけた時には、ぜひ一度その番組を見てみてください。  

学生と社会人の違いというのは、就職してすぐは全く分かりませんでした。私は、高校でも

放送部に所属して番組制作などをしていたので高校の延長のような気持で最初は仕事をして

いました。それでも、働き始めて、自分で取材に行くようになり、編集したものが実際にテ

レビで流れている様子を見たときには「部活の延長のような軽い気持ちでやっていてはいけ

ない。もっと責任を持って、見ている人のことを考えて作らなければいけないな。」    



と思いました。だから、学生と社会人の大きな違いは、責任が伴うということではないで

しょうか。あとは、自分が良ければいいのではなく、会社全体や関わっている人たちなど

の多くの人のことを考えてその人たち全員が納得するようなことをやらなければいけない

ということだと思います。  

部 
活で放送というものに出会ったからこそ、私は今この職場でこの仕事ができている

んだと思います。番組作りの楽しさや難しさ、出来上がったときの達成感を部活で

知ることができたから、もっともっと放送に関わることがしたいと思えました。高

校の時に、番組編集や撮影をしていたこともありその経験も大いに役立ちました。

ただ、やはりプロが使うものは今まで使っていたものとはかなり違っていたので苦労しました

が、やればやるほど成長できているのが感じられるので、とっても楽しかったです。 

 そのほかには、友達や先生方との普段の会話です。取材しているときには、初対面の方からイ

ベントに関することなどたくさん聞きださなければなりません。人と話すのがどちらかというと

苦手だった私は、高校時代に友達や先生とたくさん話をすることで、コミュニケーションを取る

力や、話を聞き出す力を養ってもらったように感じます。 

 最後に、あきらめないということです。吉田高校伝統の富士登山強歩大会で、坂道が続く長い

道のりをあきらめることなく走りきることができたという経験が諦めない心の強さを養ってくれ

たと思います。今までの中でも、あんなに辛い経験はほとんどしてこなかったと思います。仕事

が忙しくて、毎晩帰りが遅くなっても、取材でカメラや三脚を担いで歩き回っても、強歩大会の

上り坂を思い出すだけで「あの時頑張れたんだから、今はもっと頑張れるはずだ。」と自分を奮

い立たせることができます。皆さんも、あきらめずに頑張ってほしいです。 

就 
職前には、地域のイベントの撮影や編集をやっているだけだと思っていまし

た。高校を卒業してそのまま就職ということもあり、右も左も分からずにこ

の先どうなるんだろうという不安と未知の世界にワクワクする気持ちがあり

ました。実際に就職してみると、撮影や編集だけでなくアナウンサーのような役割や

リポーター、ナレーションを入れたり、そのほかにもテレビ番組表のデータ打ち込みなどやらな

ければいけないことがたくさんあって大変でした。 

み 
なさんは、好きなことはありますか？やりたいことはありますか？興味があることは

ありますか？そういうことがある人は、ぜひそのことに関係した職業について調べて

みてください。その職業に就くには、「どんな勉強をしたらいいのか。」ということ

を調べてみてください。そうすれば、自分の進路も自然と決まるはずです。これから先、人生

で一番と言っていいほど長い時間を費やすのが「仕事」だと私は思います。それだけ時間を使

うのであれば自分の好きなこと。自分が興味あることをやりたいと思いませんか。私は今、自

分の好きなことを仕事にしています。毎日辛いこともありますが、「自分が好きだから」と思

えばそんなこともだんだん楽しくなってきます。 


